
令和８年度第１回鳥取県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会開催概要  

 

１ 開催日時  令和８年７月２７日（月） １０：００～１２：００ 

 

２ 開催場所  鳥取職業能力開発促進センター 本館２階研修室 

 

３ 主な議題 

（１）令和７年度事業実施結果について 

（２）令和８年度事業計画・実施状況について 

（３）米子訓練センター部会報告 

（４）その他 

 

４ 議事経過 

資料に基づき、事務局から説明後、質疑応答及び意見交換が行われた。主な意見は以下のとおり。 

 

（離職者訓練の定員充足率の向上について） 

・ハローワーク窓口においても、一人でも多く訓練受講者を誘導できるよう積極的に訓練受講を

勧奨したいと考えているため、引き続き協力いただきたい。 

・現在は労働力不足のため、就職率が極めて高い状況下にあるが、職業訓練を受講することが就

職先の幅を広げるなど、求職者にとって優位性があるということを一層周知・広報していただき

たい。 

・近隣県から入所する訓練受講者が一定数いることや、求職活動のタイミングによっては求職者

の希望する訓練科とのミスマッチが生じる場合があることも踏まえ、訓練受講希望者にマッチ

ングするよう、広域的かつ積極的な広報活動の展開をお願いしたい。 

・訓練見学会に参加した求職者が高い割合で訓練受講につながっていることから、訓練見学会を

通じて受講者確保に努めていただきたい。 

 

（中高年齢者への求職支援について） 

・ミドルシニア層を対象とした求職者支援策について、対象年齢を７５歳程度まで拡充すること

を検討いただきたい。また、ＪＥＥＤが作成するポスター等について、中高年齢者を起用するこ

とを検討されたい。 

 

（ものづくり関連イベントへの積極的な参画について） 

・業界団体と共同で開催するものづくりイベントに、引き続き協力をお願いしたい。  

・技能承継が課題であるため、中学生対象のイベントへの参画等はとても素晴らしいことであ

る。今後とも、小中学生や高校生等に対する技能継承に向けた積極的な取組に期待する。 

 

（動画やＳＮＳを利用した広報活動について） 

・ＪＥＥＤでは動画配信サイトやＳＮＳを活用した広報活動を展開しているが、二次元コードの

リンク先が不明瞭な場合があるため、リンク先を明示するなど分かりやすい広報に取り組んで

いただきたい。 
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